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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 12,965 1.8 1,259 25.8 1,376 25.1 917 32.2
27年3月期第2四半期 12,735 13.3 1,001 33.7 1,099 24.8 693 36.1

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 786百万円 （△32.2％） 27年3月期第2四半期 1,159百万円 （4.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 38.62 ―
27年3月期第2四半期 29.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 37,227 30,254 79.2
27年3月期 36,841 29,748 78.6
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 29,487百万円 27年3月期 28,962百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 10.00 ― 11.00 21.00
28年3月期 ― 11.50
28年3月期（予想） ― 11.50 23.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 4.4 2,450 17.0 2,650 14.9 1,700 19.5 71.58



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 25,372,447 株 27年3月期 25,372,447 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 1,623,758 株 27年3月期 1,623,424 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 23,748,901 株 27年3月期2Q 23,749,338 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和を背景に、企業収益や雇

用・所得環境の改善、設備投資の持ち直しが見られるなど、景気は緩やかに回復しつつあるものの、中国経済をは

じめとした海外景気の下振れなど、依然として先行きは不透明な状況で推移してまいりました。

このような事業環境のなかで、当社グループは新製品上市による競争力の強化、新規テーマの獲得とその拡販に

努めてまいりましたが、工業用製品事業においては、売上高はほぼ横ばいとなりましたが、化粧品原料の拡販によ

り製品構成が良化した影響などがあり、利益は増加いたしました。一方、家庭用製品事業においては、消費税増税

による駆け込み需要の反動があった前年同四半期に比べ、売上高、利益ともに増加いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は129億６千５百万円（前年同四半期比1.8％増）と増収となりま

した。また、利益面でも営業利益12億５千９百万円（同25.8％増）、経常利益13億７千６百万円（同25.1％増）、親

会社株主に帰属する四半期純利益でも９億１千７百万円（同32.2％増）と増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 工業用製品事業

当セグメントにおきましては、売上高はほぼ横ばいとなりましたが、化粧品原料の拡販により製品構成が良化

した影響などがあり、利益は増加いたしました。この結果、売上高は94億４千１百万円（前年同四半期比0.5％

減）、セグメント利益（営業利益）は９億５千３百万円（同31.0％増）となりました。

② 家庭用製品事業

当セグメントにおきましては、消費税増税による駆け込み需要の反動があった前年同四半期に比べ、売上高、

利益ともに増加いたしました。この結果、売上高は29億７千１百万円（前年同四半期比8.3％増）、セグメント利

益（営業利益）は２億８百万円（同9.9％増）となりました。

③ 不動産事業

当セグメントにおきましては、賃貸物件の収益が安定的に推移したことに加え、分譲物件の販売により、売上

高、利益ともに増加いたしました。この結果、売上高は２億２千７百万円（前年同四半期比29.5％増）、セグメン

ト利益（営業利益）は８千１百万円（同52.9％増）となりました。

④ その他の事業

当セグメントにおきましては、売上高はほぼ横ばいとなったものの、受託試験の構成悪化の影響により利益は

減少いたしました。この結果、売上高は３億２千４百万円（前年同四半期比0.4％増）、セグメント利益（営業利

益）は１千５百万円（同49.5％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度（以下「前期」という。）比３億８千５百万円増加し、

372億２千７百万円となりました。これは主として、現金及び預金の増加などにより流動資産が５億５千万円増加

し、投資有価証券の減少などにより固定資産が１億６千５百万円減少したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間の負債は、前期比１億２千１百万円減少し、69億７千２百万円となりました。これは

主として、支払手形及び買掛金の減少などにより流動負債が９千３百万円減少し、退職給付に係る負債の減少など

により固定負債が２千８百万円減少したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間の純資産は、前期比５億６百万円増加し、302億５千４百万円となりました。これは主

として、親会社に帰属する四半期純利益の計上９億１千７百万円及び配当金の支払い２億６千１百万円などにより

株主資本が６億５千５百万円増加し、その他有価証券評価差額金及び為替換算調整勘定の減少などによりその他の

包括利益累計額が１億３千万円減少したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間における業績推移に鑑み、平成27年７月29日公表の業績予想を修正いたしました。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方

法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,678,202 7,178,729

受取手形及び売掛金 6,702,770 6,400,582

商品及び製品 2,216,129 2,233,339

販売用不動産 34,731 -

仕掛品 1,395,015 1,527,181

仕掛販売用不動産 34,213 5,704

原材料及び貯蔵品 2,197,529 2,449,337

繰延税金資産 230,435 239,985

その他 141,026 137,106

貸倒引当金 △11,631 △2,712

流動資産合計 19,618,423 20,169,253

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,666,486 3,583,529

機械装置及び運搬具（純額） 1,630,670 1,557,223

土地 3,872,535 3,872,535

建設仮勘定 13,117 152,081

その他（純額） 322,945 355,487

有形固定資産合計 9,505,756 9,520,857

無形固定資産 370,561 336,834

投資その他の資産

投資有価証券 7,157,556 7,030,265

その他 189,522 170,023

投資その他の資産合計 7,347,078 7,200,289

固定資産合計 17,223,396 17,057,981

資産合計 36,841,819 37,227,234
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,179,483 2,967,819

未払金 475,481 419,740

未払法人税等 438,174 381,444

賞与引当金 468,721 505,848

役員賞与引当金 46,880 27,443

設備関係未払金 126,694 422,073

その他 499,459 417,410

流動負債合計 5,234,896 5,141,779

固定負債

繰延税金負債 1,289,159 1,292,546

環境対策引当金 1,251 4,396

退職給付に係る負債 395,507 363,263

長期未払金 34,139 31,019

長期預り保証金 95,658 101,333

資産除去債務 26,230 26,230

その他 16,832 11,931

固定負債合計 1,858,779 1,830,720

負債合計 7,093,676 6,972,500

純資産の部

株主資本

資本金 5,933,221 5,933,221

資本剰余金 6,803,362 6,803,362

利益剰余金 13,996,828 14,652,913

自己株式 △1,022,764 △1,023,071

株主資本合計 25,710,648 26,366,427

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,496,811 2,474,087

繰延ヘッジ損益 △2,479 △3,678

為替換算調整勘定 779,661 670,012

退職給付に係る調整累計額 △22,583 △19,657

その他の包括利益累計額合計 3,251,410 3,120,764

非支配株主持分 786,084 767,543

純資産合計 29,748,143 30,254,734

負債純資産合計 36,841,819 37,227,234
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 12,735,963 12,965,348

売上原価 9,802,222 9,613,656

売上総利益 2,933,740 3,351,691

販売費及び一般管理費 1,932,521 2,092,201

営業利益 1,001,219 1,259,489

営業外収益

受取利息 8,806 10,150

受取配当金 66,847 72,345

為替差益 5,858 20,810

雑収入 20,538 15,340

営業外収益合計 102,051 118,646

営業外費用

支払利息 1,788 1,392

雑損失 1,568 223

営業外費用合計 3,356 1,615

経常利益 1,099,913 1,376,521

特別利益

投資有価証券売却益 32 -

特別利益合計 32 -

特別損失

固定資産売却損 175 -

固定資産除却損 2,545 4,819

ゴルフ会員権評価損 1,300 -

ゴルフ会員権売却損 - 737

環境対策引当金繰入額 - 3,145

特別損失合計 4,020 8,701

税金等調整前四半期純利益 1,095,925 1,367,819

法人税、住民税及び事業税 364,611 421,308

法人税等調整額 10,143 △907

法人税等合計 374,754 420,401

四半期純利益 721,170 947,418

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 693,707 917,324

非支配株主に帰属する四半期純利益 27,463 30,093

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 226,657 △22,724

繰延ヘッジ損益 6,269 △1,340

為替換算調整勘定 201,390 △139,802

退職給付に係る調整額 4,216 2,926

その他の包括利益合計 438,533 △160,940

四半期包括利益 1,159,704 786,477

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,088,582 786,678

非支配株主に係る四半期包括利益 71,122 △200
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,095,925 1,367,819

減価償却費 493,496 454,287

貸倒引当金の増減額（△は減少） △165 △8,769

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △35,206 △32,244

受取利息及び受取配当金 △75,654 △82,495

支払利息 1,788 1,392

為替差損益（△は益） △8,036 △606

投資有価証券売却損益（△は益） △32 -

有形固定資産除売却損益（△は益） 2,720 4,819

ゴルフ会員権評価損 1,300 -

ゴルフ会員権売却損益（△は益） - 737

売上債権の増減額（△は増加） 839,262 286,014

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,150 △355,500

預り保証金の増減額（△は減少） △663 5,675

仕入債務の増減額（△は減少） △140,200 △243,060

その他 △48,961 △82,160

小計 2,100,422 1,315,908

利息及び配当金の受取額 75,657 83,186

利息の支払額 △1,788 △1,392

法人税等の支払額 △390,956 △489,977

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,783,335 907,725

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △291,504 -

定期預金の払戻による収入 181,292 -

有形固定資産の取得による支出 △166,200 △157,772

有形固定資産の売却による収入 75 -

無形固定資産の取得による支出 △1,200 △657

投資有価証券の取得による支出 △455 △464

投資有価証券の売却による収入 282 -

投資有価証券の償還による収入 - 100,000

貸付金の回収による収入 435 1,010

その他 △12,924 462

投資活動によるキャッシュ・フロー △290,198 △57,420

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △5,728 △5,658

配当金の支払額 △237,494 △261,239

非支配株主への配当金の支払額 △11,142 △18,340

自己株式の取得による支出 △195 △306

財務活動によるキャッシュ・フロー △254,561 △285,544

現金及び現金同等物に係る換算差額 33,732 △15,572

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,272,306 549,187

現金及び現金同等物の期首残高 3,208,109 5,417,197

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,480,416 5,966,385

決算短信 （宝印刷）  2015年10月26日 17時50分 10ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



日本精化株式会社(4362) 平成28年３月期 第２四半期決算短信

－ 9 －

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

不動産
事業

その他の
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,492,172 2,744,681 175,667 323,441 12,735,963 － 12,735,963

セグメント間の内部
売上高又は振替高

74,218 27,462 17,074 － 118,755 △118,755 －

計 9,566,391 2,772,143 192,742 323,441 12,854,718 △118,755 12,735,963

セグメント利益 727,933 190,168 53,346 29,770 1,001,219 － 1,001,219

(注) セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

不動産
事業

その他の
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,441,895 2,971,183 227,451 324,818 12,965,348 － 12,965,348

セグメント間の内部
売上高又は振替高

83,752 28,950 17,188 － 129,891 △129,891 －

計 9,525,647 3,000,133 244,639 324,818 13,095,239 △129,891 12,965,348

セグメント利益 953,902 208,996 81,552 15,038 1,259,489 － 1,259,489

(注) セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。
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